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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私が所属している西脇市立西脇病院は、兵庫県北播磨医療圏の災害拠点病院であり近隣住民が多数訪れる地域に密着した病院です。災害拠点病院として、そこで勤務するすべての職員が救急・災害に対する意識と関心を持ち、病院として救急・災害発生時に活動できる体制を整える必要があると考えています。当院には当育成プログラムの災害・救急医療コース修了生が4名おり、リーダーシップを発揮し院内・地域に向けて救急・災害領域の意識・関心・対応の向上を目指した活動を行っています。私は彼らと共に活動を行い、私自身も知識・技術を高めリーダーシップを発揮し院内・地域に向けた活動が行いたいと強く思い受講を志願しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今までの修了生の活動経過をお話しします。以前は院内の救急・災害に対する意識・関心が低い現状がありました。そこで看護師から行動を起こし病院全体の意識を変えようとの思いから、平成24年に看護局　救急・災害看護検討会が立ち上がり、第1回看護局　BLS研修会を開催しました。その後BLS研修会は定着し今年度で23回を実施することが出来ました。また平成26年には神戸大学の西山教授をはじめ皆様のご支援を受け念願の第1回日本救急医学会認定ICLS研修を開催でき、その後年2回の定期開催を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのほかの活動内容として西脇市合同集団災害訓練への参画・新入職員へのBLS研修会や近隣の高校生を対象にしたインターンシップでのBLS研修、病院フェスタでは災害ブースを担当し災害派遣時の掲示や非常食の試食・災害クイズなどを企画・運営し検討会としての役割を果たしています。私も神戸大学の研修後は以上の活動に目的を明確にして積極的に参加できるようになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
救急災害看護検討会が開催しているBLS研修会は当初看護師のみを対象に開催していましたが、病院全体の救命救急の意識・関心を拡大するために第7回より医療技術局である看護師以外のメディカルスタッフも対象に開催していきました。その結果、今年度までの23回のBLS研修会で238名の看護師と32名の看護師以外のメディカルスタッフが受講しています。　　　　（約75％）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
病院には医療職ではない事務職員も在職しており、現在事務職員を対象にしたBLS研修会を私がリーダーとなり企画・検討を行っています。事務職員のBLS研修を行うにあたっては、災害拠点病院に勤務する職員として、救急・災害を意識して関心を高め急変時対応が出来る。と目的を掲げました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして研修の目標は①一時救命処置の基本を学び、救急・災害に興味・関心を持ち意識を変える事が出来る。次に②心肺停止に対する初動を実施することが出来る。として、心肺停止に対する初動が自ら進んで出来るようになってほしいと考えました。研修においては成人教育を意識し1人1人の自発的な学びを啓発できるように、さらに企画を深めていきたいと考えています。


HDSERDRE

- ERXBEHSHI-BLSTHESZRE-
ERCEAHAETIRTOBENEE
Bt I T 5,

 ZRBEDHER-KEIIHIT HIEHEES
HHT-H D FEENZEHBIL TLS,



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私の今後の課題として事務職員BLSの企画を成功させ定着させることで、全ての職員が急変時対応を身に付ける事が出来る。そして全職員の救急・災害に対する意識を高めるための活動を継続していくことです。当育成プログラムで学んだメンバーと共に、救急・災害医療の地域拠点としての役割を果たす為に活動を今後も継続して行いと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム受講の学びは、指導者の方々からの指導を受け、自身の知識・技術の向上ができました。講義での学びを救急外来実習で実施・確認できたことがより強固な学びを得る事につながり、自施設に帰ってからの救急外来勤務で実践力にもつながりました。今後はさらに救急業務に携わるスタッフの能力向上に貢献したいと考えています。またより効果的な教育指導を行うために成人教育を取り入れた指導方法について教えていただき、自ら考え・まとめ・意見していくことの重要性を学ぶことができました。これらの学びは、事務職員BLS研修会の企画にも役立つ知識となりました。そして当院の修了生と共に私が今後院内・地域に向けての救急災害領域で様々なリーダーシップを発揮する場面において活かしていける学びとなりました。
 
最期になりましたが、神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム受講にあたり、様々なご指導を頂きましたコースリーダーの楠信也　特命教授、災害・救急医学分野の西山隆　特命教授、救急・放射線部の吉次育子　副看護師長・救急・放射線部の皆さまに深く感謝いたします。　ご清聴ありがとうございました。
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